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北海道大学附属閲書館外綿評価の実施と報告書の刊行

北海道大学附属図書館

北海道大学附属図書館では、 平成14年度に図

書館委員会の下に自己点検評価小委員会を設置

し、 図書館運常の全般にわたって自己点検・評

価を実施しました。

その結果は、 平成15年3月に 「附属図書館の

現状と課題」 自己点検・評価報告書 ー として

刊行されております。

引き続き、 15年度に上記報告書を基礎資料と

して、 本学図書館としては初めての外部評価を

実施し、 報告書に纏めて頂きました。

本報告書は委員長をお顧い致しました、 小田忠

雄前東北大学附属図書館長はじめ、 各委員の

方々が心血を注がれたものであり、 具体的で有

意義な指針にあるふれたものであります。

本学図書館といたしましては、 本報告書の内

容を真摯に受け止め、 貴重なご提言の数々を十

分に尊重しながら、 法人化後の図書館業務改善

に努力する所存であります。

本報告書は、 I. 本編及びIl。 資料編からなり、

約70頁に及ぶものですが、 この稿では、 総評、

及び、 各評価事項のうち「北海道大学の中期目
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標• 中期計画」中の、 附属図書館と深く関係す

る5ヶ所の事項に関連する部分の一部をご紹介

いたします。

総評

「北海道大学附属図書館では、 大学の法人化

や、 学術情報資料の急速な電子化等の変化に対

応して、学術研究コンテンツ、施設整備、点検・

評価作業などの具体的な作業が適切な時期に開

始され成果を揚げておられる。 特に、 「自己点

検・評価報告書」で扱われているように、 附属

図書館を現段階の一つの学内部局としてのみ位

置付けるのではなく、 全学規模での教育 ・ 学

習 ・ 研究への支援を前提に捉えようとしておら

れることは、 大きく変化する環境のなかで図書

館システムの再構築を屈るという点で適切な方

向にあるものと評価したい。」

各事項

1 . 教育内容の支援

（夕t部評価）

附属図書館オリエンテ ー ションや情報探索入

門等の支援活動が、 新入学時だけではなく、 教

官からの依頼に応じてゼミ単位でも実施されて

いることを高く評価する。 より多くの学生が受

講するよう全学的な取り組みを進め、 より一層

の定着と、 これらの有効な図書館利用に結びつ

くことを期待したい。

さらに、 参加者数を増やすための工夫、 講習

会以外の利用支援プログラムの充実、 情報リテ

ラシ ー 教育の内容の充実が望まれる。

（大学の中期計画）

情報基盤センタ ー 及び附属図書館を中心とし

て、 情報メデイアを活用した教育の実施・支援

を強化・拡充する。

（大学の年度計画）

情報リテラシ ー 能力の育成や教育効果の向上

のため、 情報基盤センタ ー 及び附属図書館を中

心として、 情報メデイアを活用する教育の実

施・支援を強化。拡充する。

2. 教育実施体制等の支援

（タト部評価）

シラバス掲載の資料や教員推薦の図書を収

集 ・ 提供していることは、 授業との連携の面で

一歩を進めたという点で、 高く評価すべきと考

える。 今後、 この成果を授業担当教員との定常

的な連携に高められることを期待したい。

また、 学部学生用図書館資料の整備を確実に

進める方策は、 国立大学では十分に開発されて

いない共通の課題である。 ただし、 これには附

属図書館職員の選書能力の向上が不可欠であ

る。 そのためには、 サブジェクトライブライア

ンの養成と、 教員との連携の取り方を検討し実

施すべきである。

（大学の中期計画）

附属図書館における学生の学修に必要な資料

を充実し， 留学生， 国際対応サ ー ビスを拡大す

るとともに， 学術研究コンテンツを整備し， ネ

ットワ ーク情報の利用環境の改善に努める。

（大学の年度計画）

附属図書館においては、 学生の学習に必要な

資料の充実、 並びに学術研究コンテンツや図書

目録データベ ー スの整備 ・ 充実等によるネット

ワ ー ク情報の利用環境の改善に努めるととも

に留学生• 国際対応サ ー ビスを拡大するため、

国際交流科目図書コ ー ナ ーの充実や、 情報提供

の観点からホ ームペ ージ上の外国語版の拡充を

図る

3. 業務運営の改善及び効率化

（夕i部評価）

19の部局図書室等は、 北海道大学全体の蔵書

の約半分を保有し、 資料利用、 レファレンス ・

2
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サ ー ビス、 相互利用といった面できわめて大き

な機能を果たしている。 しかし、 多くの部局に

おいて、 職員数、 開館時間、 スペ ー スといった

点で苦慮しているのが現状である。 また、 学外

者への対応についても、 統一的な対応が図られ

ていない。

早期に、 これら部局図書室 ・ 専攻図書室を含

めた、 図書館機能の全体計画を策定し整備を進

めることが必要であると考える。 部局図書室 ・

専攻図書室のこれまでのような独立した運営 ・

存在は、 経費、 人、 施設のどれをとっても次第

に維持不可能になろう。 統合・集約の中で、 情

報アクセスをどう実現して行くか、 経過措置を

含め構想していくしかないであろう。

（大学の中期計画）

研究科等の図書関係部門を附属図書館事務部

の下に一元管理し、 図書及び雑誌等の発注、 受

入、 目録作成等の管理業務を集中化する。

（大学の年度計画）

研究科等の図書関係部門を附属図書館事務部

の下に一元管理し、 図書及び雑誌等の発注、 受

人、 日録作成等管理業務を集中化するための具

体的構想案を作成する。

4資産の運用管理の改善

（夕t部評価）

全学蔵書の合計は340万冊（平成15年）であり、

本館120万冊、 北分館24万冊、 部局図書室等188

万冊という構成になっている。 これらの資料の

保存保全状況は良好とはいえず、 雨漏り、 結露

をはじめ劣悪な環境の中に置かれているケ ース

「外部評価報告書」と 「 自己点検・評価報告書」
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が散見される。 また、 すべての施設において書

庫は飽和状態に達しており、 さらに事態は悪化

しつつあると思われる。 事態を改善するために

も、 一刻も早い新規の収蔵機能の設置が望まれ

るところであり、 特に部局図書室等に分散保存

されている学術専門雑誌バックナンバ ー を集中

管理するセンタ ー が整備されると、 重複が避け

られるとともに、 保存スペ ー スの狭樅化も緩和

されることになろう。

（大学の中期計画）

学術情報の流通と共同利用を促進することに

より、 附属図書館及び研究科等図書室で所蔵す

る図書及び雑誌等の重複削減に勉め、 効率的な

運用を図る。

（大学の年度計画）

学 術 情 報 の効率的運用を図るため、 電子

ジャーナル、 電子的デー タベ ー ス及び電子的参

考図書を充実し共同利用の促進に努めると共

に、図書購入において、重複図書の調整を行う。

5. 施設整備の整備等

（夕i部評価）

附属図書館の中核をなす本館は、 全学の図書

館管理業務を一元化し、 学生 ・ 研究者が均質で

高度なサ ー ビスが受けられる環境を提供するこ

とが求められている。しかし19 58年（昭和33 年）

以来、 何度かの増築を経て現在に至っており、

施設全体の狭監化が著しく、 利用サ ー ビス、 管

理運営に支障が出ている。 本館の全面改修につ

いては 「附属図書館本館スペ ー ス利用改善計画」

に詳しく報告され、 具体的に計画されている。

早急に全面的な改修を行い、 現施設をこれから

の時代に対応した図書館へ再生させることが望

まれる。

（大学の中期計画）

21世紀に相応しい全学規模の高度情報化アカ

デミックキャンパスの実現を図るため、 情報基

盤センタ ー及び附属図書館の電子化、 利便性の

向上、 蔵書数の増加に対応するスペ ー スの確

保・整備充実に努める。

以上、 「外部評価報告書」のうち、 「北海道大

学中期目標• 中期計画」と見比べてその一部を

紹介させていただきました。

この他に、 附属図書館独自の年度事業計画が

図書館委員会で承認されております。

紙輻の都合でこの稿では触れることはいたし

ませんが、 今後とも全学の皆様のご支援をいた

だきながら「知の館」として、 教育・学習 ・ 研

究の中心的な役割を果たすべく努力したいと考

えております。

記 録

0外部評価委員

小田忠雄 東北大学名誉教授

（前東北大学附属図書館長）

小林真之 北海学園大学図書館長

河村猛将 北海道立図書館長

佐藤義則 山形県立米沢短期大学助教授

下村憲 一 （株）環境設計代表取締役

大埜浩一 京都大学附属図書館事務部長

0日 程

平成15年

7月3日 ・ 第193回図書館委員会で外部評価

実施承認

10 月 9日 ・図書館利用に関するアンケ ー ト実

施

16日 ・ 外部評価委員委嘱

・ 資料による事前評価依頼

11月10日 ・ アンケ ー ト集計結果を外部評価委

員に送付

20日 ・ 実地視察による評価

• 中村総長へ表敬訪問
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• 附属図書館本館 ・ 分館、 医学部図

書室及び、 工学部図書室から概要

説明、 質疑、 視察

21日 ・ 外部評価委員と学内図書館職員

（補佐、 専門員、 掛長）との懇談会

・ 外部評価委員と利用者（教員、 学

生） との懇談会

・外部評価委員と図書館長等との質

疑応答

平成16年

2月12日 ・ 小田委員長から外部評価報告書の

提出

・外部評価報告書の刊行

0外部評価委員に配付した資料

1. 北海道大学附属図書館自己点検評価報告書

2. アンケ ー ト実施報告書

3. 北海道大学図書館委員会「学術研究コンテ

ンツの整備に関する検討小委員会」報告書

4. 北海追大学図書館増築 ・ 改修検討小委員会

報告書

5. 北海道大学概要

6. 北海道大学附属図書餡概要

7. 北海道大学附属図書館北方資料室概要

ふ 北海道大学附属図書館報 「楡蔭」1 1 3号

- 1 1 5号

9. 北海道大学附属図書館報速報「楡蔭レタ ー 」

10. 利用の案内

本館視察
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学術情報リテラシ ー 教育について

医学部保健学科教授 1, 逹： じ； 1i 

「その大学の力と価値を決定づける重要な尺

度は図書館の充実度にある」と私は侶じている

し、 この考えに賛同される方々も数多いと思っ

ている。 パピルスや羊皮紙、 竹簡• 木簡を記録

媒体とした古代の図書館と、 今からほんの数十

年前までの図書館とでは、 図書館へ足を運ぶと

いう観点からは本質的な違いはみられない。 し

かしその後の図書館は、 コ ピー 技術の発達とそ

の大衆化によって、 図書情報の分散化と即応性

が可能となり、 近年の電子化と コ ンピュー タ

ネットワ ークはそれをさらに強烈な勢いで推し

進めるものとなったといえる。

2004年 1月19日�21日の3日間、 私は国立情

報学研究所の主催する 「学術情報リテラシ ー教

育担当者研修」に参加することとなった。 冒頭

で述べたような信念を強く意識して研修に応募

した訳ではない。 しかも、 100人近くの参加者

の90%が教官以外の大学図書館関係者である

ことを知ったときには、 場違いなところに来た

という後悔の念に駆られた。 しかし、 その後悔

は杞憂であり、 最後には、 むしろもっと多くの

教官が参画すべき機会であるとの認識を強く持

つに至った。 最終日のグル ー プ討論では、 図書

館員の抱いている間題点が明らかになり、 本年

4月から始まる大学の独立行政法人化と相まっ

て、 大学における今後の教育と研究に大いに影

響を及ぼす図書館システムに関する幾つかの課

題を身近に感じざるを得ないものとなった。 研

修でのプログラムを以下に示す。

1。 学術情報流通に関する概論

2。 資料調査の方法

3。 効果的なプレゼンテー ション方法について

4。 主要な情報検索サ ー ビスの利用説明

5. NIIが提供する各種情報サ ー ビスの概要

とSPARC/JAPANの活動について

6。 権利処理（著作権。特許など）について

7。 電子ジャ ー ナル（ライセンスセンス、 利

用統計、 管理。 アクセス支援）について

8。 「学術情報リテラシ ー 教育」に関するグ

ル ー プ討論

研修が目的とする問題は、 要するに、 コ ン

ピュー タネットワ ークで図書館情報を検索• 閲

覧することができるようになった今日、 そうし

た利用方法を大学生にどのように効果的に浸透

させるか、 どのような管理システムを構築すべ

きか、 という点にあり、 これに対するいくつか

の実践例やシステム ・ 方法が紹介された。 学術

情報リテラシ ー とは、 情報処理教育あるいは コ

ンピュー タリテラシ ー （読み書き）教育と密接

に関係するものである。 よって、 図書館員がど

こまで（例えば）新入学生のリテラシ ー 教育に

関わるか、 教官の行う情報処理教育の講義や実

習の コ マにこれを組み入れるべきかどうか、 図

書館員の今後の業務をどのように位置づけるか、

といった具体的な方針は、 その大学全体で早急

に議論するべき案件となる。 図書館員の方々は、

検索支援のためのリー フレット作成や情報機器

操作ガイダンスの業務 に追わ れ る他、 電子

ジャ ー ナルとそれ以外の書籍の所蔵に関する教

官との綿密な コ ミュニケ ー ション、 効率的な図

書館サ ー ビス体制をつくることを強く求められ

ている。

大学固書は、 通常の書籍や電子化されていな
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い（紙媒体の）雑誌(Journal)と、 電子化さ

れた雑誌とに大別される。 古い年代の雑誌も急

速に電子化されつつあり、 特に理工学・医学系

での多くは自室のコンピュー タでプリントアウ

トできるようになった。 この動きは、 論文の投

稿から出版までのプロセスと軌を一つにするも

のであり、 自然な流れであろう。 かつての百科

事典の類も、 情報のアップデー トが追いつかず、

インター ネット情報（検索）にとって代わられ

ている。 学術雑誌のバックナンバー の所蔵は図

書館の宝ともいえるが、 限られた書庫スペ ー ス

に年々増加する膨大な量を冊子体で抱えるに訳

にはいかないとなると、 電子化は避けられない。

もしかすると、 電子化されて簡単に入手できる

論文でなければ、 読まれなく（引用されなく）

なるという困った傾向に陥るかもしれない。 以

前、 多数の論文を集めねばならなくなったとき、

必要な文献を複写して配逹してくれるような会

社があれば良いと思った。 大学内だけのニ ー ズ

に応えるだけでなく学外にも顧客を増やせば、

十分採算がとれるのではないかとも考えた。 し

かし、 図書館の複写サ ー ビスには 「営利を目的

としない」などの複製に関する条項の他、 著作

権上の制約が種々あるようで、 実現が困難であ

ることを悟った。

今日的な図書館のグレ ー ドは、 蔵書量の多さ

に加えて、 検索スピ ー ドの速さと（何処にいて

も可能な）情報取得の速さという機能性にも依

存することはいうまでもない。 私は、 人類の発

展でどうしても避けられないある種の流れがあ

るとしたら、 それは 「速さ（スピ ー ド）を求め

る方向に進む」ということではないかと思って

いる。 「仕事が速くできる」、 「目的の地点へ速

くたどり着くことができる」、 「スピ ー ディな

ニュー スの伝達」といった状態は歓迎されこそ

すれネガティブな評価が与えられることはない

であろう。 意図的に遅くする方向へは進まない

のではないかと思うのである。 もちろん、 神社

や寺院へ至る長い行程や時間の効能、 ゆっくり

とした旅の楽しさ、 待つということの意義と

いった真の心の豊かさや癒しの要素を無視して

いる訳ではない。 むしろ、 人生という限られた

時間の中でそれらを求めるがゆえに、 退屈で苦

痛となるような時間帯の長さを極力短くしよう

として 「速さ」を求める、 そしてそのように技

術を発展させるのではあるまいか。 このことは、

快楽主義とも高効率化とも言い換えられるかも

しれない。このとき、計算能力、自動制御、デ ー

夕蓄積、 通信に関連して、 速さを実現する現代

技術のほとんど全てを支えるのがコンピュー タ

といっても過言ではない。

現在私が行っている、 弱電離気体プラズマに

おける電子や医用放射線粒子のコンピュー タシ

ミュレ ー ションを例にとれば、 実際の現象に匹

敵する粒子数の物理過程を、 ヴァ ー チャルに模

擬しうるようになりつつある。 これはひとえに

コンピュー タの計算処理速度の向上に依ってい

る。 しかし、 シミュレ ーションはそもそも綿密
なモデル設定に立脚するもので、 効率的な手順

（アルゴリズム）とそれを実行する速度がある

水準に達したときに、 改めて問題となってくる

のは、 モデル内の個々の過程を規定する定量

デー タであるように思える。 この定量デー タは

こつこっと丹念に調べて入力しなくてはならな

い。 つまり、 結局のところは、 泥臭い人間の手

作業に近い労力が必要になる。 自然界の現象を

そっくり模擬するなどというのは所詮無理なの

かも知れないし、 ある程度以上先の未来は不確

さを伴い決して予想できるものではないのかも

しれない、 とも思う。 しかし、 現実世界の時々

刻々の状態を把握して、 その方向性を見極める

ことは可能なはずである。 そうした側面におい

て、 高速コンピュー タの利用は、 むしろシミュ

レ ー ションとは異なる、 実時間の擬似システム

の構築へと展開するのではあるまいか。 例えば、

コンピュー タが高速であれば、 現実に起こって

いるある時間とある地点での現象（換言すれば

時間と空間の離散値）デ ー タをもとに、 それら

7
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の補間値や重み付け値などを直ちに計算するこ

とが可能となる。これは、 実際の現象のサンプ

ル値をもとに、 連続に近い動きの全体像をリア

ルタイムで予想し、 モニタできることを意味す

る。 いわゆるエミュレ ー ト(emulate)するこ

とが可能となる。今、 全国にある図書館や書店

の新着図書の貸し出し ・ 購入情報を、 ネット

ワ ークでいち早く把握することができたとしよ

う。このデータを高速で処理すれば、 国民の知

的関心や嗜好、 地域の人口動態から経済効果と

いった点に至るまでを、 価日の株価と同程度の

ペ ー スで俯鰍できるようになるかもしれない。

個々の動きの理由（囚果関係）は分からなくて

も、 現実に起こっているデータを基にしている

から、 シミュレ ーションでしばしば起こるよう

なナンセンスな結果に陥るリスクも少ない。図

書館同士のネットワ ークを最大限に利用した極

限の姿は、 そのようなリアルタイムの動態追跡

となると思うのである。

情報リテラシー教育に関連して、 多少妄想め

いた考えを巡らしてきたが、 明日からの大学図

書館はどうあるべきか、 という間いに対して私

なりの考えをまとめると、 月並かもしれないが

「蔵書の保存 ・ 継続性の確保と先進的サー ビス

システムのプロトタイプ提案」の2点に尽きる。

前者に対して、 例えば、 蔵書を紙媒体から電子

化されたデータ形態へと進めて行くことには賛

成であるが、 冊子体のバックナンバ ー を全て処

分してしまわずに可能な限り残しておくことを

個人的には望む。なぜなら、 電子化されても記

憶媒体のハ ー ドウエアは数年を待たずに変化し

ている。 半永久的に保存可能と思われたものが、

状態が悪ければ数十年も持たないという予測も

あるし、 その電子データを読み取る機器が存在

しなくなるという可能性はもっと大きい。今か

ら千年後に人類が振り返ったとき、 長期デー タ

保存の最も確実かつ容易な方法は紙媒体だった、

という皮肉な結論に落ち着くかもしれないと考

えたりもする。現実の切実なる間題は、 図書館

運営に関わる予算の少なさなのであろうが、 大

学図書館が学部学生の学習の場となり、 大学院

生や教官の学術文献入手の場となるための効率

的な管理やその他業務の遂行方法には、 まだま

だ改良の余地があるのではないか。教官は図書

飽ユ ー ザ ー ではあるが、 同時に大学全体の運営

者でもある。図書館を研究室の一部のようにみ

なして運営に関わるべきである。 良いアイデイ

アや工夫があれば、 例えば学部単位での小規模

な実践からスター トし、 成果を確認しながら、

全学的にさらには全国的にそれらを普及できる

かもしれない。人間の脳が外部刺激との相互作

用で発逹するように、 人類の英知を記憶する脳

としての役割を担う図書館は、 図書館員の方々

とユ ー ザ ー である学生や教官との議論を通して

高度化していく他はない。[2004年3月受理〕
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Iお知らせI

学術基盤整備室長の来館 平成16年3月ll日（木）

文部科学省富麻雅也学術基盤整備室長が本館を訪れ、 北方資料室、 貴重資料室の館内見学、 北方資

料デー タベースの紹介デモ等を視察した。

駐日欧州委員会代表部大使の来館 平成16年4月20日（火）

ベルンハルド ・ ツェプタ ー 駐日欧州委員会代表部大使が本館を訪れ、 参考閲覧室内の欧朴I連合

(European Union通称EU)資料コ ー ナ ー を視察した。

北海道教育大学札幌校・岩見沢校学生・院生・教員の来館 平成16年6月24日（木）

同校における日本史教育の一環として学生 ・ 院生 ・ 教員25名が本館を訪れ，北方資料室を見学した。

I水産科学研究科•水産学部図書館から開館時間延長のお知らせI

本年4月5 日より本研究科図書館の開館時間を次のとおり延長しました。

時 間： 平 日 9 : 00-2 0: 00まで

（学生の夏季休業期間中の7 /27- 9 /30は17: 00まで）

休館日： 土 ・ 日曜日 ・ 国民の祝日 ・ 年末年始

4月の開館時間延長から3カ月が経過しましたが、 延長開館中の利用者は 1 日平均50名程度の人館

者数となっています。 午後8時までの開館となりましたので、 授業終了後や実験の合間などにご利用

ください。

学生向け図書・視聴覚資料等の充実を図り、 より利用される図書館を目指しています。 購入を希望

する図書等がありましたら、 カウンタ ー に用紙がありますのでリクエストしてください。 他にも図書

館へのご意見。 ご要望等がありましたら遠慮無く下記アドレス及びカウンタ ー までお寄せください。

水産科学研究科• 水産学部図書館

Email: fish @lib. hokudai. ac. jp 

http://www. lib. hokudai. ac. jp/faculties/fish/home-j. html 

，
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ラブ研究センタ ー との図書業務統合について

2004年7月1日をもってスラブ研究センタ ー と附属図書館とは図書業務の統合に合意した。 ここに

その経緯につ いてご報告いたします。

附属図書餡と人文社会科学系部局との統合の歴史は、1975年4月の法学部との完全統合（図書業務

全般を統合する型）が始まりである。 木暮学部長の強い意志、 つ まり、 公費で購入される資料は共有

の財産であり、 だれもが平等に利用できるスペ ー スに配架し利用に供すべきものである。 という理想

に基づき実現したものである。

その後、 しばらくの間進展はなかった。

1985年北大図書館の中期的将来構想を検討するため 「北海道大学図書館将来計画小委員会」 が図書

館委員会の下に設置された。 その中で、北大図書餡の組織機構の在り方につ いて、 「人文社会科学系

部局と附属図書館との協議により業務統合を行い、 図書館が人文社会科学系研究・学習図書館として

の機能をはたすこと」が報告されている。 この報告を受け、大野公男館長は関係部局との協議を進め、

1990年 経済学部、1996年教育学部との部分統合（サ ー ビス部門を部局に残す型）を果たした。

スラブ研究センタ ー との統合につ いては、1975年 合意された法学部と附属図書館との統合の際、 ス

ラブ研究施設につ いては「原則として同一歩調をとることが望ましいが、 現状では種々間題もあるの

で、 だだちに結論をだすことが困難である。 従って将来に向かって努力することとし、 今回の統合と

分離して処理する。」 こととなった。

199 1年7月2 5日、 原センタ ー 長から、 近藤館長宛に統合につ いて、1992年4月1日を統合希望時期

とする要望書が提出された。 1990年 、 センタ ー が全国共同利用施設へ指定された転換時期にあたる。

図書館側としては現状では諸処の物理的条件等により4月1日の実現は困難である旨回答し、 今後多

角的な検討を積み重ねていくこととした。

2002年2 月7日、 村上センタ ー 長から、 井上館長宛に 「図書業務統合に関する委員会の設置につ い

て」 の公文書が発せられ、 図書館からは委員会を設置するにつ いて了承する旨回答した。

2002年 5 月、 第1回の図書業務統合計画委員会を開催し、 以降 「図書移管部会」 「業務統合部会」

を設置して具体的な検討に入った。

途中、 国立大学の法人化を控え、 全学的な組織再編の動きとの関連もあり、 一 時協議を見合わせた

時期もあり、 検討から時間が経過した。

2003年12月、北海道大学法人移行準備委員会から「法人移行に向けて」が出され、 全学事務組織再

編につ いての今後の方向が示された。
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これらを踏まえ協議を再開し、 2004年3月、 図書業務統合計画委員会を開催し、
「
図書業務統合に

関する申し合わせ」、
「
図書資料の整理 ・ 運用に関する実施要項」について合意した。

その後スラブ研究センタ ー 教授会、 附属図書館委員会で承認いただき学内調整後、 この度図書業務

の統合が実現したものである。

業務統合後早くも3ヶ月が経過した。 人員の配置も済み、 業務は軌道に乗りつつある。

この統合の目的である、 国内外のスラブ研究者から高い評価を得ているスラブ関係資料群の一層の

充実を図り、 サ ー ビスの高度化が実現できるよう、 今後とも関係部局互いに力を合わせて努力する所

存である。 学内の皆様の一 層のご支援をお願いする次第である。

附属図書餡本館・北分館と図書業務統合されている部局等

法学研究科・法学部(1975年）

言語文化部(1981年）

経済学研究科 ・ 経済学部(1990年）

教育学研究科 ・ 教育学部1996年）

高等教育機能開発総合センタ ー (2000年）

国際広報メデイア研究科(2000年）

北ユ ー ラシア ・ 北太平洋地域研究センタ ー (2001年）

スラブ研究センタ ー (2004年）

調印式（左から大平副館長，井上館長，田畑センタ ー長） 調印を終えて握手をする井上館長（左）と田畑センタ ー長（右）

11 
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北海道大学初任図書館職員研修

平成16年度から国立大学法人北海道大学に移行したことを期に，附属固書館では初めての試みとし

て，下記のとおり「北海道大学初任図書館職員研修」を実施しました。

なお，本年度の実施状況等を踏まえ，研修時期，研修内容等を更に検討し，より充実した研修とし

て来年度以降も継続して実施の予定です。

• 目 的：北海道大学図書館職員としての心構えを自覚させるとともに，初任図書館職員として必要

な運営上の基礎知識を付与することを目的とする。

・期間：平成16年 6 月 14 日（月） ~16 日（水）

・場 所：附属図書館中会議室

・受講者：平成16年度新規に採用された図書館職員 6名

（平成15年度中途採用者を含む。）

・研修内容：

14日（月）

13:30~14:oo 

特別講話

14:00-15:30 

法人化後の国立大学附属図書館の動向

15日（火）

13:30-15:00 

北海道大学附属図書館の組織・運営

15:15-16:45 

大学図書館の情報サービス業務

16日（水）

13:30-15:00 

大学図書館の電子化への取り組み

15:15-17:00 

受講者及び講師等との懇談会

大平副館長の特別講話に聞き入る受講者
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北方資料高精繍画像公開サ ー ビス開始！

平成16年4月1日より、 附属図書館北方資料室が所蔵する北方古地図資料の高精細画像をWeb上

で公開しています。 これにより、 非常に緻密な文字等がある地図でも細部までWeb上で判読が可能

となりました。 公開URLは以下のとおりです。

今後は、 地図並びに地図以外の資料も高精細画像で提供し、 この公開サ ー ビスの画像数 ・ 内容の拡

充を予定しています。

http:// ambitious. lib. hokudai. ac. jp/hoppodb/ detail/index 。 html

［目次画面］

北海造大学附屈回雪舘北古・音料宰所蔽汀;9北方古地因0) 一 部21点を忘荘紐画像でご箕いただ1:tます。
拡大表示したい地回のサムネイルまたはタイトルをクじジうしてください。CHck the thumbnan you 憫ant to display 

元径国絵回
元牲13年(1700)
手菩彩色79 :s, 64cm 
（捏写）

蝦哀同令図

天明5年(1785)林子平

や"'ふ— 六芦tef-画禄
J恥吐r叫etで

ホ膀色刷52沢95cm軸籾

蛾寅輿地オ今回
冠月5年(1796)

も-c,'.ヴ埒fl,:雨像
.Ja·.. aApplal←月

手者彩色87)(130研蒻物
（根写）

［画像全体表示］

ー店Iご声 地図上て掠六袈テしたい箇所をク）ック；て（ださい

ゃ己f·7字は画像
J,v品副引で

江戸耳府は鹿長以来四度1こわたって全国0)六むこ固絵図作製を命じ提出させた。三
度目の元禄10年(1097}1こ命じて捏出させた{Jjが元禄国稔図である。松前苓の現合鹿
長正I索り国絵図は現存せず、元禄13年1月に作製、捏出した元禄国絵図によって当特
(J）北方図,7)梯子を知ることかできろ。棺円形の蝦実地方fl',{f)カラフト島、米粒11'(り千
品列島が松前落の北方認猫で荀吋こ，

仙台の海防学者・林子平，力巧顎月5年(1)85)に作成し｀ 翌d年に木版で発行された『三国
通覧図訊』I寸図5枚の1枚で単独の木版印刷回I::してiJ悟初IJ)据英図でおる。南北1こ紐
長い回形は国紘区｝系惟膠虚lこ基づいたも{I)であるこ{I)回で注目すべきはカラ苅且苺
大陸に地徳きのギ島としたこと、ヨーロッパの地図iこ現れたサハI)�, 烏をカラフト烏とは
気付かず「サガ1）イン」という別の島として描写したことで瓦弘こ,J)ことが後にカラフト昂
が罪烏か半烏かrJ)論争を呼ぶことにもなる。

老中•田溢意次が目指した改苓（て） 一つに亜要地閉拓計画かあゴ応宍明5年d 785)から
翌6年にかけて多委認苺吏が担要地に要J, 千阜はウJレップ品まで、カラフ尺品も南部信
辺の訓査が実施された。その成果に基気Iて作成された樹要図0)1枚が本国であ瓦図
の特i111ま初期蝦莞図lこttぺて、岱環地がjjjめて現在の図術をi這とさせる形に翌っ
たことへ千且列息が 一 Ji1J1詞tんだことであかごれ以後、苺府による哨現5地(1)(囮吉が本
格化して1,1怠

：：： 

主
勺

呵I�./

［画像拡大表示］

一序"ご"� '屯匡上芍む六表示したい紅所をクリッえてください

※ご利用についてのご質間は附属図書館北方資料室へお願いします。

hoppo @lib. hokudai. ac. jp または 内線2994
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道内大学c公共図書館WebOPAC横断検索システムの公開！

平成16年 6月より、道内大学・公共図書館 WebOPAC横断検索システム（通称： DOPAC) を公

閲しています。このシステムは、北海道内の各図書館が所有する資料情報の総合的把握、効率的な図

書館利用など北海道全体の図書館機能の向上を目的として、 Web上で OPAC (蔵書検索システム）

を公開している北海道内の大学図書館、及び、公共図書館にご協力いただき、複数の図書館の蔵書を

一度の操作で横断的に検索できるようにしたものです。

公開URLは以下のとおりです。

http:// mashiho. lib、hokudai.ac .jp/dopac/search _p _u. html 

[DOPAC画面］

DI涵ぷ道内穴字公共図書館模断検索),,検索活里は別窓で訪示されますヤ
I . .. I笞名／笞年中の語 _:::JANDi . . I苺者名 .:JANDi . . .. I出版者 ユ
大学回笞捏•公共図韮紐；；；I .1紐柔入力翫リ拗卜 1全チェ的ポ吟ス'>')紐l釦蒻リ砂l

大学回吝舘紐；；；1 チェ,,,ポ,,,スのリヒット1 

「国立大学法人大学図香館 「公私立大学図害館

i [_rn:~q市I胃報図君館雹名／蓋考名I芯それそれ王臨2つまで。 履；
: 1「北広墨歪国麟漠字かなまじりでの検索は前方一致検索 旦
空
l「 「新七翠川町図宰餓信詞市守同再謡傭翫内町牛涯学盟セン:

哀索
知~冨塩三~~戸雪~~.. い）斤『~iii"-"••••• ・・・・ .••• •····· .•••• •···.·••••.. ··•••·····.. ·••··· ・・・・・・・J 

1:-亨三／~-I r "'''"""""" . • •• .. ·• .•. . ..... • •..•• ~ 
vJ こl「国〖

※検索結果は各大学・公共図書館の検索システムに依存しますので、検索語

の入力にはご注意下さい。

なお、検索対象を道内公共図書館に限定した従来の“道内公共國書館Web版蔵書検索横断検索”

(http://mashiho. lib. hokudai. ac .jp/dopac/ search _p. html) も31き続きご利用下さい。

※ご利用についてのご質問は附属図書館参考調査係へお願いします。

ref @lib. hokudai. ac. jp または内線 4107
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学術機関リポジい）［教育®研究成果の公開書庫］

- NII学術機関リポジトリ構築ソフトウェア実装実験プロジェクトに参加！ 一

l . 学術機関リポジトリ構築ソフトウェア実装実験プロジェクト
NII (国立情報学研究所、以下NII)は、 これまでも、 Webcat(全国総合目録デ ータベ ー ス）の構築。

公開や 国内外の図書館間柑互利用（文献複写• 相互貸借） システムの開発・運用などを通して、 今日
の大学図書館サ ー ビスには不可欠の存在となっていますが、 平成14年度より新たにメタデ ータ 。 デ ー

タベ ー ス共同構築事業を開始し、ネットワ ーク上に多鼠に流れる有用な学術情報のデ ータベ ー ス化・
公開サ ー ビスを進めてきました。NIIの 「JuNii大学Webサイト資源検索」をご覧になった方もいらっ

しゃることでしょう。
今年度は、 この事業の一環として標記プロジェクトが実施の運びとなり、 北大図書館も 全国6参加

館の一員として既にワ ークショップヘ参加するなど活動を開始したところです。プロジェクトの日的
は、 「学術機関リポジトリの先行事例の研究、 オ ープンソー スのソフトウェアを用いた試験構築と試
行運用を共同で実施することにより、 国内各大学における学術機関リポジトリの構築と運用のための
技術情報等を蓄積していく」というものです。近い将来の構築を予定している、 北大学術情報ポ ータ
ル上で、 学内生産学術情報を広く世界に発信・公開していく際に強力な助っ人となるはずです。

2. 学術機関リポジトリとは？
それでは、 学術機関リポジトリ (Institutional Repository) とはどういうものでしょうか？
NIIは、 「学術機関リポジトリとは、 大学等の学術機関で生産された電子的な知的生産物を保存し、

原則的に無償で公開することを目的として学術機関自らが構築するインタ ーネット上の情報発信シス
テム」であり 「 そこに含まれるコンテンツとしては、 学術雑誌発表論文、 プレプリント、 ワ ー キング
ペ ー パ ー、 テクニカルペ ー パ ー、会議発表論文、紀要、調査報告、 学位論文、教材などが挙げられる」
としています。例えば図書館が目指している北大版リポジトリには、 北大の研究者の執筆になる研究
成果が集積・蓄積・保存され、誰でも何時でも自由にアクセスできる 「軋界に向けた公開書庫」とな
るイメ ージです。

国内では、 千葉大学のリポジトリが 「東京新聞」(2004.7.15) (注1) や雑誌 （注2) に紹介され
ましたが、早ければ年内の本格公開を目指して、 現在試作版を運用中ですのでご覧ください（注3)。

学内研究者 世界中の研究者等

投稿 閲覧

二 笠雙楓鳳， 1 ←

研究成果を登録 北海道大学の
研究成果

3. 学術機関リポジトリの意義。有効性は？
この学術機関リポジトリは、従来の冊子体出版や電子ジャ ー ナルとどう違うのでしょうか？

機関リポジトリの閲発は、 近年の大手商業出版社の市場寡占を背景とする価格高騰などから学術情
報の入手に由々しき事態を来しつつある現在、 大学や研究機関が自ら電子化された研究成果をイン
タ ーネットを通じて提供するという点で、学術情報へのオ ープンアクセスを促進し、学術コミュニケ ー
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ションの変革を促すものと期待されています。

機関リポジトリの収録論文の情報は自動的に学外に発信され、 世界規模の各種学術情報デー タベ ー

スに登録され、 世界中の研究者が論文情報から各地の機関リポジトリにアクセスし閲覧することにな

ります。 既に、 電子的に公開されオ ープンアクセスできる論文の引用率が非オ ープンアクセス論文よ

り高いという調査結果報告も出されています（注4)。 一方で、 雑誌掲載論文の著作権間題につい

ては、 エルゼビア社を初めとして機関リポジトリヘの登録を認める出版社も急増しており、 英因では

リポジトリヘの登録を認める学術誌が2003年の55 %から2004年には 83%へと増加しているとの報告も

見られます（注5 )。

,.-NIIは、 機関リポジトリにより期待される効果として以下の 4点を挙げています。

• 大学の教育 ・ 研究成果に対する視認性とアクセシビリティの向上
・ 社会に対する大学の教育 ・ 研究活動の説明責任の履行

• 大学で生み出された知的生産物の長期保存

・商業出版社が独占する現行の学術出版システムに対する代替システム

4. 今後の課題、 予定など
「学術情報の流通基盤の充実について（審議のまとめ）」(2002. 3 . 12. 科学技術。学術審議会研究

計画 ・ 評価分科会情報科学技術委員会デジタル研究情報基盤ワ ー キング ・ グループ）において 「大学

から発信される様々な学術情報が簡便に利用できるためには、 総合的な情報の発儒窓口（ポー タル機

能） を設置し、統一的な規約によっで情報を発倍する必要がある。 このため、大学図書館が中心となっ

て、 情報の形式、 登録方法などに関する統一的なルールについて、 学内での合意を形成する必要があ

る」との指摘があるように、北大版学術情報ポ ー タルの要となるであろう学術機関リポジトリの構築 ・

運用については、 学術情報流通支援を担う図書館が中心になって進めることが最も相応しいであろう

と考えられます。

具体的な対応として、 7月に図書館職員による学術情報ポー タル検討ワ ー キング ・ グループを設置

し、 今年度は機関リポジトリの検討を中心として、 国内外の先行事例の調査や学内の電子化デー タの

調査などを開始したところです。 幸いにも、 北大は、 大学院理学研究科数学専攻において平成 1 5 年

度より、 21世紀COEプログラム 「特異性から見た非線形構造の数学」 の事業の一つとして開発が進

められている 「数学の海」 プロジェクト（注6) が数学文献リポジトリの構築を手掛けているという

好条件にあり、 既に貴重な助言をいただいたり、 今後についても連携• 協力をお願いしているところ

です。

以上述べましたように、北大版リポジトリはその実現に向け検討を開始したばかりのところですが、

この事業は全学の、 なかんずくコンテンツを生成する研究者の皆様のご理解とご協力がなければ成り

立たないものです。 図書館では、 今後も機関リポジトリに関する講演会などご案内していく予定です

が、 皆様のご意見 ・ ご質問をお寄せくだされば幸いです。

（連絡先［情報システム課専門員］：内線2564 E-Mail:msasaki @lib. hokudai. ac. jp) 

(1主1 ) http://www. chunichi. co .jp/OO/dgi/20040 715/ftu _dgi _000. shtml 

（注2 )尾城孝 一 ほか
“

日本における学術機関リポジトリ構築の試み一千葉大学と国立情報学研究所

の事例を中心として一" 「情報の科学と技術」 5巻9号， 2004年9月， p.475-482

（注3) http:/ /mitizane .11. chiba-u. jp/information/index. html 

（注4) http://www. nii. ac. jp/metadata/irp/harnad/ 

（注5 ) http://www. ecs. soton. ac. uk/% 7Eharnad/Temp/Romeo/romeosum. html 

(1主6) http:// coe. math. sci. hokudai. ac. jp/ 
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EUフレンドシップウィ ー クおよび各種説明会等の実施報告

情報サ ー ビス課参考調査係

1. EUフレンドシップウィ ー ク

平成16( 2004)年6月3日（木）から6月11日（金）まで ， 「日・ EUフレンドシップウィ ー ク」の 一環とし

て， 北海道大学附属図書館では， 「 EU資料室(EDC)の紹介展」を開催しました。

駐日欧州委員会代表部による 「日 。 EUフレンドシップウィ ー ク」の開催目的は， ‘‘ 「日 · EUフレ

ンドシップウィ ー ク」とは駐日欧1'1、I委員会代表部が毎年5月に開催する， 一連のス ポ ー ツ， 学術およ

び文化などの交流イベントです。その日的は，日本と欧州の 「人と人」の交流を通して欧1'1'1連合(EU)

をよりよく理解してもらうことにあります
”

とあります。

北海道大学附属図書館にお いてもこの開催目的に沿って， 本年はEU資料室(EDC)の広報， EU 

に関するポスターの展示， 「 Europe on the move」（テ ー マ別広報小冊子 ・ 英語）の配布 駐日欧州委

員会広報誌 「europe」（日本語）の最新号・バックナンバー配布を行 いました。

開催期間中は， 学内・外合わせて200名以上の来場者がありました。

EU資料室の紹介展

2. 各種説明会

附属図書館参考調査係では， 文献収集の方法やデ ータベースの使用方法などを 「文献探索ワ ー ク

ショップ」 ・ 「ライブラリ ー セミナー」などで多くのみなさんに知っていただくよう活動しています。
「文献探索ワ ー クショップ」は， 教員のゼミ単位で ， 文献収集についてガイドする演習を中心と

した講習会です。 ゼミの内容に併せて必要 な資料やデ ータベースを ご紹介します。 ゼミ担当の教員か

らの申込によって開催します。
「ライブラリ ー セミナー」は， 各回さまざま なテ ー マで情報収集についてご案内しています。 平成

16年度は， 「蔵書検索(OPAC)の使い方」， 「
電子ジャ ーナルの使い方（入門編）」， 「 国内雑誌論文の探

し方」等を行ってきました。 こちらは， 北大の教職員・学生 。 院生・職員が対象です。 申込の 必要は

ありません。 開始時刻に附属図書館4階参考閲覧室へお越し下さ い。 また ， 「ライブラリ ー セミナー」

は， みなさん（北大の教職員・学生 ・ 院生 ・ 職員）の希望に応じての実施もいたします。 ご希望の方は

17 
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申込用紙に記入の上，附属図書飴本館4階参考調査係までお持ちください。

「ライブラリーセミナー」の一環として，各種データベース提供業者による講習会を開催していま

す。今年度は，「ProQuest講習会」を開i籠しました。今後も，提供業者と協力してさまざまなデータ

ベース講習会を開催する予定です。「文献探索ワークショップ」，「ライブラリーセミナー」の最新情報・

申込方法などは，「附属圏書館・情報リテラシー教育支援等」の Webページ

(http://www. lib. hokudai. ac. j_Q_/reference/literacy. htm)をご覧ください。

3. 情報探索入門

平成13年4月から高等教育機能開発総合センター全学教育委員会と附属図書館との協議にもとづき，

文献検索の方法を初年次で習得しておくことが，その後の高年次学習でもきわめて有効であるとのも

とに全学教育科目一般教育演習における「情報探索入門」の講義が実施されました。平成15年度一般

教育演習担当教官全員に講義の希望の有無を調査した結果，前期33名，後期19名，合計52名の教官か

ら申し込みを受け，総数891名の受講がありました。

「情報探索人門」は講義担当教官列席のもとに，半期15コマの中の 1コマ90分を図書館職員および

びティーチング・アシスタント (TA)のスタッフにより行われ，内容としては図書館資料を検索する

ための基本である蔵書検索の実習を中心に，また図書館ホームページを利用したサービスの紹介等ガ

イダンス的な内容も含めて授業がおこなわれました。

平成15年度末で資料数約340万冊を所蔵し，本館，分館，学部図書室併せて19の図書室があるため，

読みたい資料が学内のどの図書館（室）で所蔵しているかという事前調査が必要になります。直接書架

に行って探すというのは効率のいい探し方ではありません。蔵書検索システム "OPAC"(Online 

Public Accesss Catalog)を使って検索し， 目的とする資料のあり場所を確認してから書棚，書庫へ

いくことを習慣づけることが必要です。

北大の蔵書検索システムは一見，キーワードを入れば簡単に誰でも操作できるものではありますが，

より使いやすい機能を備えていますのでこれらを紹介しながら，基本操作，検索語の入力上のポイン

ト，検索結果の見方，雑誌については所蔵巻号の表示の見方や全国蔵書の検索方法等について実習し

てきました。

自由検索の時間には受講学生のテーマにあった図書を探す演習を行っていますが，テーマを表す言

葉をいろいろと考えて，キーワードを工夫することを援助指導しています。

また教官から要望があれば，文献検索データベースの紹介や電子ジャーナルの見方等についても紹

介を行っています。

大多数の新入生はすでにインターネットを経験しており，端末操作については間題ありませんが，

データベースの決まり事を十分に理解しないで使っているため検索結果がうまく得られないケースも

見受けられます。

アンケートの結果を見る限り， 95%の学生がこの講義が役に立ったと回答を寄せています。大学入

学後早期にこの講義を受けたことを機会に，図書館をより身近に感じてもらい，図書館資源（資料は

もちろん人をも）を有効に活用されることを望みます。
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4平成15年度図書館情報活用セミナー・ 講習会実施報告

0ライブラリ ーガイダンス 。 セミ

全構成員を対象にトピックスを設け， 目的にあったデ ー タベ ースや電子ジャ ーナルを使って演習形

式で行いました。

トピック 回数 参加数 学生 院生 教官 職員 その他 分1回

図書餡オリエンテ ー ション 5 55 31 18 3 2 1 90 

図書と雑誌を探す 5 13 2 5 1 ゜ 5 45 

国内の雑誌論文の探し方 5 23 6 13 ゜ ゜ 4 45 

国内の新聞記事の探し方 4 10 2 2 1 ゜ 5 60 

海外の雑誌論文の探し方 4 14 3 7 ゜ ゜ 4 60 

電子ジャ ー ナルの使い方 5 29 7 12 4 1 5 60 

電子ジャ ー ナルを使いこなそう（文系籠） 2 7 ゜ 5 ゜ ゜ 2 60 

鼈子ジャ ー ナルを使いこなそう（理系輯） 2 7 1 ,) り 1 ゜ 2 60 

引用文献デー タベ ー スの使い方 3 10 2 4 2 1 1 60 

合 計 35 168 54 69 12 4 29 

0ゼミ補助セミナー

学部生・大学院生を対象に教官からの申込みにより， ゼミ単位でゼミテ ー マにそったガイダンスや

文献検索方法についてセミナー を実施しました。

トピック 回数 参加数 学生 院生 赦官 職員 その他 分1回

経済学部生のための文軟ワ ー クショップ 5 59 41 13 5 ゜ ゜ 90 

文学部生のための文献ワ ー クショップ 3 46 43 ゜ 3 ゜ ゜ 90 

教育学部生のための文献ワ ー クショップ 4 58 54 ゜ 4 ゜ ゜ 90 

合 計 12 168 138 13 12 ゜ ゜

〇提供者による説明会・講習会等

学内の全構成員を対象に電子ジャ ーナルや学術文献デ ー タベ ースの提供元による説明会， 講習会を

開催しました。

トピック 回数 参加数 学生 院生 教官 職員 その他 分1回

SciFinder Schoolar講習会 3 178 57 72 19 26 4 120 

LexisNexis講習会 2 42 1 22 6 11 ゜ 90 

Web of Knowledge説明会 2 37 ゜ 7 6 24 ゜ 90 

ScienceDirect講習会 2 28 6 6 7 6 3 90 

合 計 ， 283 64 107 38 67 7 
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楡 贔（北）＜図書館恨）- ---

平成15年度情報探索人門アンケ-卜結呆

l。この講義は役にたちましたか？

2。「北大の蔵書を探す」について説明はいかがでしたか？

3. 「北大の雑誌を探す」について説明はいかがでしたか？

4. 「全国の所蔵状況を調べる」について説明はいかがでしたか？

5. 「雑誌記事索引で学術文献を採すJ についての説明はいかがでしたか？

6. 所要時間は適当でしたか？

7。図書館で企画するセミナーやガイダンスに興味がありますか？

8. 興味のある内容がありましたらOをつけてくださいc

※項目 8は複数回答可

開講 日 total 

受講教 891 000 200 

1-1 はい 717 
i・: ・. 文

H 

1-2 いいえ 31 1-2 

2-1 わかりやすい 582 2-1 

2-2 まあまあ 163 2-2 

2-3 ォつ力ゞりしこくい 3 2-3 

3-1 わかりやすい 572 3-1 

3-2 まあまま 174 3-2 

3-3 わかりにくい 4 3-3 

4-1 わかりやすい 543 4-1 

4-2 まあまあ 193 4-2 

4-3 わかりにくい ， 4-3 
5-1 わかりやすい 438 5-1 

5-2 まあまあ 252 5-2 

5-3 ォっカヽり iこくい 49 5-3 

6-1 適当 397 6~1 

6-2 短い 34 6-2 

6-3 長い 320 6-3 

7-1 ある 283 7-1 

7-2 ない 435 7-2 

8-1 図書館ツアー 63 8-1 

8-2 文献の探しかた 64 8-2 

8-3 図書や雑誌 57 8-3 

8-4 目内の雑誌論文 69 8-4 

8-ぢ 海外の雑誌論文 93 8-5 

8-6 祈間記事 128 8-6 

8-7 図書（海外まで） 73 8-7 

8-8 インターネット 136 8-8 

8-9 電子ジャーナルを読む 108 8-9 
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北海道大学における電子ジャ ー ナルの導入(1)

北海道大学では， 現在1万タイトルを越える電子ジャ ー ナルが利用可能ですが， この数は全国的に

みてもトップクラスの 契約数です。 ここに至るまでの導入の経緯と現在の利用状況を 2回にわたり報

告します。

l. 経緯

電子ジャ ー ナル整備についての検討開始は平成10年度に遡ります。 図書館委員会資料整備検討小委

員会による 「図書館資料整備の在り方について（報告）」において電子化資料に対する資料整備のニ ー

ズがあることが報告されています。 その後の展開は次の通りです。

平成11年度 外国雑誌問題検討懇話会（文系・理系・医系）

外国雑誌の購入価格の高騰及び予算の伸び悩み等により外国雑誌のタイトル拡大・維持が困難に

なってきたことから， 重複調整， 共同購入， 電子ジャ ー ナルの導入等が検討されました。

平成12年度 資料整備に関する懇話会理系部会・医系部会合同会議

理系・医系の重複外国雑誌に対応する電子ジャ ー ナルを関係部局が共同購入することによって問題

解決を図ることが検討され， 実施に至りました。 これが本学においての電子ジャ ー ナルの全学的な導

入の始まりです。 この時は2002年契約雑誌を対象として， タイトル毎に選択して部局の意思で共同購

人に参加する方式が採用されました。

平成13年度 学術研究コンテンツの整備に関する検討小委員会

前年度の重複調整の過程で， 重複調整対象誌に限らず， 本学が購人するすべての外国雑誌について

電子ジャ ー ナルの導入が不可欠であるとの認識に至り， 電子ジャ ー ナルを中心とした学術研究コンテ

ンツを本学の研究者が安定的に利用できる環境を整備する方策と従来の印測体の購人とは異なる新た

な枠組みの検討を重ね、 「北海道大学における学術研究コンテンツの整備について」
1)

2
) を提言しまし

た。この提言は、平成14年3月、図書館委員会での承認を得、平成14年4月に評議会で了承されました。

本学における電子ジャ ー ナル導入の基本方針は次の通りです。

• 電子ジャ ー ナルは全学的観点により導入を図る

。 現在購入している学術雑誌を中心として， 本学の研究者， 学生が可能な限り多くの学術研究コン

テンツにアクセスできる環境を整備する

電子ジャ ー ナルの購入経費は， 共通経費化する

電子ジャ ー ナルに対応する印刷体については， 印副体を必要とする部局経費により整備する

電子ジャ ー ナルの導入にあたっては， 全国的， 国際的活動と連携する

またこの 「北海道大学における学術研究コンテンツの整備について」 では、 学術文献デ ー タベ ース

についても電子ジャ ー ナルと同様， 全学的な観点から中央財源によって整備することが提言されてい

ます。

平成14年度～「学術研究コンテンツ小委員会」

全学的に導入された学術研究コンテンツについての運用方針 （新規， 中止の決定等）や財源の見直

しを検討する場として設置されています。
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2. 経費分担
全タイトルアクセス（電子ジャーナルの提供者が提供するほぼすべての電子ジャーナルにアクセス

できるパッケージサービス）にかかる経費は中央財源で，それ以外の電子ジャーナル購読経費は共通

経費でという考えが採用されました。共通経費の部局毎の分担率は， 2002年契約の雑誌に電子ジャー

ナルが存在するか否かを元に算出しました。侮年電子ジャーナル経費総額にこの分担率を掛け合わせ

て各部局の負担額を決定します。この考え方は，当面3年間（平成15年度-17年度）に適用し，平成

18年度以降のあり方は，「学術研究コンテンツ小委員会」において見直すこととなりました。

しかし，平成16年度の国立大学法人化に伴い，新しい予算配分の考え方に甚づき，電子ジャーナル

経費は特定経費の内の全学経費として一括して予算配分され，従来は中央財源からの支出と考えてい

た全タイトルアクセス経費や学術文献データベース経費も全学経費に組み込まれました。全学導入の

電子ジャーナルは各部局で支えていくという精神は生きていますが，部局配分経費から支出するとい

う方法はとらなくなっています。

3. タイトル数

本学の電子ジャーナル導入タイトル数の推移を，印別体契約数及び雑誌契約額の推移と共にグラフ

で示すと図 1のようになります。 2002年契約分から購入印刷体に対応する電子ジャーナルを積極的に

導入していますが，さらに全タイトルアクセスを導入することで利用可能になったタイトルの数は，

その約3.2倍です。導入した全タイトルアクセスはすべて現在まで継続されています。（表1)

外国雑誌の価格は，円安や価格高騰により 1997年頃から急激に上昇し，契約タイトル数を減少せざ

るを得ない状況にありましたが，電子ジャーナルの導入により契約額を大きく増やすことなく本学で

利用可能なタイトル数（印副体＋電子ジャーナル）が増加しています。

誌

14,000 

12,000 

10,000 

8,000 

6,000 

4,000 

2,000 

゜

|—←印刷体→←印刷体（純タイトル）一--電子ジャーナル（純タイトル） ~~*s~I

1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 

円

600,000,000 

500,000,000 

400,000,000 

300,000,000 

200,000,000 

100,000,000 

゜
＊契約額は，電子ジャーナル契約額を含むすべての雑誌契約額

＊印刷体，電子ジャーナルのタイトル数はいずれも契約分のみ

図 1電子ジャーナル導入タイトル数と印刷体契約タイトル数，契約額の推移
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表1 北大で契約している全タイトルアクセス

導入年度 Jゞ ツ ケ ジ 名

2000 ProQuest HMC 

2002 Blackwell, ScienceDirect, Springer Link, Wiley, BioOne, EBSCO ASE, 
LexisNexis Academic, ProQuest ARL, Project MUSE, JSTOR (A&SI) 

2003 なし

2004 CUP, JSTOR (GS) 

＊年度途中契約も含む

4. 利用

本学 で利用可能な電子ジャ ーナルは， 印刷体の雑誌と同様， 図書館情報システムヘ目録を登録して

おり， OPAC (http://www.lib. hokudai. ac .jp/opac/)で検索可能です。 ま た， OPACでは， 印刷

体と電子ジャ ーナルの目録 の相互リンク， 電子ジャ ーナル提供サイトヘ のリンクを提供しています。

さらに 一 覧用 リスト と し て， 目 録に 登 録され た デ ー タ を 元 に電 子 ジ ャ ー ナ ル リスト

(http://www.lib. hokudai. ac. jp/item/e _journal. html)を毎日作成していますが， 業務終了後に

OPACから抽出されたデ ータを使用しますのでOPAC と電子ジャ ーナルリストの間にはタイ ムラグ

が 1日あり ます。

次号では利用統計を元に利用状況の解説を行う予定です。

1)「北海道大学における学術研究コンテンツの整備について」

http://www. lib. hokudai. ac. jp/item/suggestion. pdf （附属図書館雑誌受入係）

2)早瀬均「本学における学術的研究コンテンツの整備について 図書館委員会の提言一」

楡蔭 No. 112 P. 1-4 

平成16年度絣規導入電fジャ ー ナル全タイトルアクセス及びデー タベ ース

学術研究コンテンツ経費により平成 16年度新規に次のものを導入しました

区 分 名 称 内 ク合

電子ジャ ーナ Cambridge University Press が出版するほぽす

ル全タイトル
Cambridge University Press 

べて の 雑 誌の電 子 ジャ ーナ ル約170タ イ ト ル
全タイトルアクセス

アクセス http://www. journals. cup. org/ 

電子ジャ ーナ
JSTOR (General Science Col-

外国雑誌のバックナンバーア ー カイブサ ー ビス

ル全タイトル Science が初号 か ら収録 さ れ て いる
lection) 

アクセス http://www.jstor.org/about _content. html 

米国国立医学図書館(National Library of Medi-

デ ータベ ース Medline on Ovid cine)が 提 供 す る医 学文献デ ー タ ベ ー ス

http:// gateway. ovid. com/ autologin. html 
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